





線化（633 制）が始まり、今日まで長く日本の教育制度として定着してきた。しかし 633 制は
子どもの発達に即していないのではないかという指摘もあり、昭和 46 年の中央教育審議会答




























































































2  　6 年間の計画的・継続的な教育指導が展開でき効果的な一貫した教育が可能になるこ
と
3  　6 年間にわたり生徒を継続的に把握することにより生徒の個性を伸長し、優れた才能
の発見がよりできること






































































育校は平成 25 年 4 月時点で 450 校あり、その内中等教育学校 50 校、併設型 318 校、連携型
82 校が設置されている。公立の中高一貫教育校では全体で 184 校、中等教育校は 29 校、併設















のは、46 答申以降であるが、平成 26 年の教育再生実行会議の第 5 次提言や中教審「子どもの
発達や学習者の意欲・能力等に応じた柔軟かつ効果的な教育システムの構築について」におい
て制度化が提案されたことによる。































































































提言された。平成 9 年答申では稀有の才能を有する者は、18 歳未満であっても教育上の例外
措置として大学入学資格を認めるという制度改革を提言した。当面、数学や物理の分野に限り、
対象を高等学校に 2 年以上在学した 17 歳以上の者とし、受け入れ大学は、例外措置の対象分
野に関して、博士課程を有し、高度な教育研究活動を実施しているとした。



























・修業年限は 3年、定時制通信制の課程は 3年以上 16）
・ 卒業単位数は全学科共通では 74 単位以上で各学校が定める単位を修得（必履修単位は




































イギリス 6-5-2 5 歳～16 歳（16 歳の誕生日から離学が
可能）
自動進級
フランス 5-4-3 6 歳～16 歳（就学前教育あり） 原級留置もある






韓国 6-3-3 6 歳～15 歳（幼稚園制度あり） 自動進級
日本 6-3-3 6 歳～15 歳（幼稚園制度あり） 自動進級
（1）アメリカ合衆国の学校系統図18）
① 　アメリカの学制は単線型とは言え、実際は 8-4、6-6、6-3-3、6-3-4、4-4-4 制度等があり、
州や学区によって異なっている。義務教育はこれまで 9 年から 10 年であった。義務教育期















① 　公立学校では義務教育は 5歳から 16 歳までである。5歳から 11 歳までを初等教育、11 歳







① 　ドイツの小学校は 6 歳から 4 年間であり、その後はギムナジム 21） に進むか職人やマイス
ター（親方）に分かれるといわれる。義務教育は全日制の就学義務（9～10 年間）と定時制
就学義務（通常の学校に通学していない者に 18 歳までに 3年間職業学校へ週 1～2日通学す
ること）が併用される。18 歳まではいずれかの学校に就学することになる。
② 　学校と親が相談して留年を決めることができる。































































3 ）京都府立洛北高等学校附属中学校 HP より
4）高等学校教育の改革に関する推進状況（平成 25 年度版）文部科学省
5）初等中等教育の学校体系に関する研究「中高一貫教育の現状と制度化の政策過程に関する調査研究」












15）グローバル人材育成推進会議　審議のまとめ　平成 24 年 6 月 4 日
16）学校教育法第 56 条
17）義務教育のあり方に関する国際調査報告書（平成 14 年 3 月）財団法人日本総合研究所
18）文部科学省「諸外国の教育統計」平成 26 年版
 出典：アメリカ　連邦教育省、Digest of Education Statistics, 各年版
    イギリス　 英国教育省（DFE）、Education and Training Statistics for the United Kingdom, 各年
版（全般）
    フランス　 フランス国民教育・高等教育研究省、Repères et références statistiques sur les 
enseignements, la formation et la recherche, 各年版
    ドイツ　　連邦統計局、Bevölkerungsfortschreibung, 各年版
    韓国　　　 韓国教育科学技術省・韓国教育開発院、「教育統計年報」各年盤
19）Advance Placement の略。カレッジ・ボード（SAT を運営する非営利組織）が提供する大学の教養教
育レベル（1～2年次）のプログラム。高校の教員が教える授業と、毎月 5月に一斉に行われる AP テ
ストから成っている。











　　 1　 Primary Years Programme（PYP）　対象 3 歳～12 歳　精神と身体の両方を発達させることを重
視したプログラム
　　 2　 Middle Years Programme（MYP）　対象 11 歳～16 歳　青少年にこれまでの学習と社会とのつな
がりを学ばせるプログラム
　　 3　 Diploma Programme（DP）　対象 16 歳～19 歳　所定のカリキュラムを 2 年間履修し、最終試験
を経て所定の成績を収めると、国際的に認められる大学入試資格（国際バカレロ資格）が取得で
きるプログラム
　　 4　 Career-related Program（CP）　対象 16 歳～19 歳　キャリア教育・職業教育に関連したプログラ
ム

